生誕130年「ユトリロ展」
　「ユトリロ展」は、京都、大阪の高島屋での開催に次いで、東京・日本橋高島屋（2013.6.12〜6.24）、横浜高島屋（9.18〜9.30）を巡回して開催されている。
　「モーリス・ユトリロ」（1883〜1955）は、フランス・モンマルトル生まれのエコール・ド・パリを代表する有名な画家で、作品の大半は風景画、それも小路、教会、運河などの身近なパリの風景を描いていることが特色である。
　画伯は、少年時代にアルコール依存症のリハビリとして絵を描きだし数々の名作を描いているが、作品は近親者との葛藤などの多くの悩みから、自らの孤独な魂の救済になっていたものとされている。
　作品の大きな特徴は、ありふれた街の風景を描きながら、その画面は不思議な詩情と静かさに満ちていることである。特に、壁の「白」の開放的な色彩と光の明るさは“白の世界”と称賛されて、印象派の光の輝きとは異なる独特な落ち着きがあり、抽象絵画にない人間味がある。
今回の展覧会は、画伯の初期から最晩年までの油彩や素描など「70点余」の展示がされているが、その内「40点以上」が本邦初公開である。
　代表作は、＜モンマルトルのキャバレー、ラバン・アジル＞(写真)、＜小さな聖体拝受者＞、トルシー＝アン＝ヴァロワの教会、＜レストラン「コンスュラ・ドーヴェルニュ」、雪のノルマン通り、モンマルトルなどである。
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